
          

  

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
今年度は『大阪狭山市の教職員が元気になれる研

修』を合言葉に、また、充実した研修をたくさん
の方に受講してもらえるよう、そして“例年通
り”はブラッシュアップして実施できるように取

り組みました。 
 
 
 
 
 
今年度は活育財団より日野田 直彦共同代表を

講師にお招きし、チャレンジできる教職員と学校
の在り方について講演いただきました。 
様々なデータに基づきお話された内容や、紙飛

行機を使ったワークショップにはハッとさせられ
たという感想も多数ありました。そして、何より
「ワクワクしました！」「もっとお話を聞きたい
です。」「元気になった！」という感想ばかりでし
た。 
「自分でやる！」の姿勢で当事者意識を持ち、

自分事としてとらえ、子どもがワクワクする授業
や行事を子どもたちと一緒に作り上げましょう。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
初任者と他市町村からの転任者、そして１０

年経験者を加えたメンバーで今年度も研修『お
おさか さやま 』を実施しました。大阪狭山市
教育振興基本計画の重点目標にあります『防災
の観点』を重視し、大阪府立狭山池博物館協力
のもと大阪管区気象台、富田林土木事務所、ま

た大阪狭山市危機管理室にも協力いただき実施
することができました。今年は危機管理室の方
に学校にある防災設備の確認や、トイレの設営

もしていただき、実物を確認することもできま
した。 
また、ハザードマップの確認や、大阪防災ア

プリなどを実際に見てみるなど、すぐに始めら
れる防災にも積極的な姿が見られました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右側の二次元コードより、 

各研修のフィードバックを掲載 
しております。受講された研修 
のみならず読み返していただけ 
ればと思います。 
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今年度の研修は、肯定的回答が昨年度よりも高く 
９６％もありました。今後とも、先生方のモチベー
ションやスキルアップにつながり、それが学校、地
域そして子どもたちへとつながっていく研修を企画
していきたいと思います。また、研修は子どもたち
の学習と同様に、『いかにアウトプットするのか』
という視点を持って活用してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

の研修も充実させたいと思います。 

 

二次元コード研修

フィードバック

（クラスルーム） 

大阪防災アプリ 
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